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○北杜市看護学生奨学金貸与条例施行規則 

平成１６年１１月１日 

規則第１６８号 

改正 平成１８年３月１０日規則第８２号 

令和元年９月３０日規則第１４号 

令和２年４月６日規則第３０号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、北杜市看護学生奨学金貸与条例（平成１６年北杜市条例第２

３９号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（貸与の申請手続） 

第２条 奨学金の貸与を受けようとする者は、北杜市看護学生奨学金貸与申請書

（様式第１号。以下「申請書」という。）に次に掲げる書類を添えて、市長に提

出しなければならない。 

(１) 条例第１条に規定する看護学校の合格通知書の写し又は在学証明書 

(２) 履歴書 

（選考） 

第３条 市長は、前条の規定により申請書の提出があったときは、その内容の審査

及び試問により奨学金の貸与を受ける者を選考するものとする。 

（貸与契約） 

第４条 前条の規定により選考された者（以下「貸与対象者」という。）は、北杜

市看護学生奨学金貸与契約書（様式第２号）に次に掲げる書類を添えて、市長に

提出しなければならない。 

(１) 連帯保証人の印鑑証明書 

(２) 世帯全員の住民票の写し（本籍を記載したもの） 

(３) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

２ 市長は、前項の規定により契約書の提出があったときは、内容を確認し、貸与

対象者と貸与契約を締結するものとする。 

（奨学金の貸与） 

第５条 奨学金の額は、条例第３条に規定する額とし、貸与期間は、貸与対象者が
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看護学校に入学した時（在学している者にあっては、契約締結日の属する月の翌

月）から在学する最短修学年限の終期までとする。 

２ 奨学金は、４月、７月、１０月及び翌年１月の４期にそれぞれ３箇月分を一括

して貸与するものとする。ただし、契約締結後初回の貸与月については、この限

りでない。 

（奨学金貸与の休止） 

第６条 貸与対象者が休学又は停学の処分を受けたときは、当該処分を受けた日の

属する月の翌月から復学した日の属する月の分まで奨学金の貸与を休止する。 

（貸与契約の解除） 

第７条 貸与対象者が次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、その契約を

解除するものとする。 

(１) 退学したとき。 

(２) 死亡したとき。 

(３) 心身の故障のため、就学の見込がなくなったと認められたとき。 

(４) 学業成績が著しく不良となったと認められたとき。 

(５) 奨学金の貸与を辞退したとき。 

(６) 市長が契約を解除することが適当と認めたとき。 

（連帯保証人） 

第８条 条例第４条に規定する連帯保証人は、貸与対象者と連帯して、この規則に

定める一切の金銭債務を負担するものとする。 

２ 前項の連帯保証人のうち、１人は父又は母（両親がいない場合は、兄姉又はこ

れに代わる者）とし、他の１人は独立の生計を営む成年者でなければならない。 

３ 貸与対象者は、連帯保証人が死亡したとき、又は連帯保証人を変更しようとす

るときは、新たな連帯保証人を定めて、速やかに北杜市看護学生奨学金連帯保証

人変更届（様式第３号）に新たな連帯保証人の印鑑証明書を添え、市長に提出

し、その承認を得なければならない。 

（奨学金の返還） 

第９条 貸与対象者が第７条第１項第１号又は第３号から第６号の規定により貸与

契約の解除を受けたときは、その事由の生じた日の属する月の翌月の初日から起



-3- 

算して１箇月以内に貸与を受けた奨学金の額（以下「返還基本額」という。）を

返還しなければならない。 

２ 貸与対象者が、看護師国家試験に不合格の場合は、その事由の生じた日の属す

る月の翌月の初日から起算して１箇月以内に返還基本額を返還しなければならな

い。ただし、翌年度に再度看護師国家試験を受験するため病院に会計年度任用職

員として就職した場合は、その１年間については、返還基本額の返還を猶予する

ものとする。 

３ 貸与対象者が、看護師国家試験に合格したにもかかわらず、病院に就職しなか

った場合は、その事由の生じた日の属する月の翌月の初日から起算して１箇月以

内に返還基本額を返還しなければならない。 

（延滞利息） 

第１０条 条例第９条に規定する延滞利息は、返還すべき日の翌日から返還の日ま

での期間に応じ、返還基本額に同条の割合を乗じて計算した額とする。 

（奨学金の返還の一部免除） 

第１１条 条例第６条に規定する場合において、貸与対象者が、奨学金の貸与を受

けた期間が満了する前に退職等となったときは、返還基本額より６万円に看護師

としての勤務月数を乗じた額を差し引いた額を返還するものとする。 

２ 貸与対象者が、看護業務外の事由により死亡又は重度心身障害状態になった場

合は、貸与対象者又は連帯保証人の申出により奨学金の返還の一部を免除するも

のとする。 

（奨学金の返還の免除） 

第１２条 貸与対象者が、看護業務従事期間中に看護業務上の事由により死亡又は

重度心身障害状態になった場合は、奨学金の返還を免除するものとする。 

（奨学金の返還猶予） 

第１３条 貸与対象者が次の各号のいずれかに該当する場合は、奨学金の返還の猶

予を受けることができる。 

(１) 罹災したとき。 

(２) 疾病若しくは負傷により看護業務又は就学の継続が困難になったとき。た

だし、重度心身障害状態となった場合を除く。 
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(３) 市長が、奨学金を直ちに返還させることが適当でないと認めたとき。 

２ 奨学金の返還の猶予を受ける者（以下「猶予申請者」という。）は、北杜市看

護学生奨学金返還猶予申請書（様式第４号）により前項に規定する事実を証する

書類を添えて、市長に申請しなければならない。 

３ 市長は、前項に規定する申請書の提出があったときは、その内容を審査し、北

杜市看護学生奨学金返還猶予承認・不承認通知書（様式第５号）によりその結果

を猶予申請者に対し通知するものとする。 

（疑義の調整） 

第１４条 条例若しくはこの規則に定めのない事項又は契約に関し疑義が生じたと

きは、必要に応じて市長と貸与対象者が協議して定めるものとする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１６年１１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、解散前の須玉町外一ヶ村病院組合看護学生

奨学金貸与規則（平成１３年須玉町外一ヶ村病院組合規則第１号）の規定により

なされた処分、手続その他の行為は、この規則の相当規定によりなされた処分、

手続その他の行為とみなす。 

附 則（平成１８年３月１０日規則第８２号） 

この規則は、平成１８年３月１５日から施行する。 

附 則（令和元年９月３０日規則第１４号） 

この規則は、令和元年１０月１日から施行する。ただし、第１０条第３項ただし

書の改正規定は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月６日規則第３０号） 

この規則は、公布の日から施行する。 
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様式第１号（第２条関係） 

様式第２号（第４条関係） 

様式第３号（第８条関係） 

様式第４号（第１３条関係） 

様式第５号（第１３条関係） 

 


